
































































































ツィラー, ラインに代表されるヘルバル ト派教育学は,明治20年代にハウスクネヒト,谷本富 ,
湯原元一等によって移入,紹介 され,明治30年代に定着をみた。





」の形成を基本原理として教育目的,内容 を決定 し, その教授過程 は,予備,提示,比較,統轄 ,
応用の形式的段階をとる,としたのである。




























































































































(1)体操～「全身筋肉及び諸機関の調和的発達」 ,「意思の修業」 ,「秩序 と服従心」の養成にある。
(2)自由運動～「各自の意思のまゝに動作するが故に,体操に比すれば,運動の種類及び其の変化
非常に多く,よく体操の動作の及ばざる点を補ふこと」にあり,また,「想像の自由発動」 と「共同
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一致の精ネ申」の形成にある。
(3)技術運動～主に「全身の均斉的発育」 ,「活発なる快感の生起」 ,「鍛加 ,「勇気」の陶冶にある。
高島は, これらの教材が「全く感覚機関の完全を予想する」教授において児童の「発育」 に即応









































































一番始めには斯 う云ふことがある,其の次には何であると云ふ風にチャント極ったもの やゝ うに,
窮屈に考へて居った。夫故に,其の点に就いては何庭の学校へ行っても余程統一を得たやうであっ
たが,私はさう云ふ風な細かな統一は余り必要がなかろうと思ふ。夫等の点に就ては,却つて各学
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的発展のための「人材の合理的形成」の立場から,明治教育に特徴的であった注入主義的な教授法
を批半Jせざるをえなかった。























































































































































































































































































ま  と  め













5)今村,前掲書,P,248所収,傍点引用者                            う
6)「学校改良論」 (「現代教育学5,日本近代教育史」岩波書店,昭和37年,P。132所収)
7)稲垣忠彦「明治教授理論史研究」評論社,昭和41年,p.442














201  同書, p.147
21) F司蓬手, p.147-149
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2D 同書,p.7,傍点引用者
231  同書, p.96
241  同書, p.36
251  同書, p.97
20 同書,p.99～118
別  同書, p.157
281  同書, p.158´や159
29 同書,凡例,p.2






翻  同書, p.166-167
39 同書,p.191
39 同書,p.191

















り  同書, p.178


















651  同書, p.25かヤ26
60 「体操講演集」,p.94















































11.調査会は,渋沢来― (第一銀行),豊川良年 (三菱銀行),中野武営 (東京商工会議所会頭)などのブルジョア











判され,身体的自然を原理とした「自然体育」などの,いわゆる「新体育」が提起された。 ドイツ,オー ス ト
リーではガウルホーファー,シュトライヒヤーなどが子どもの発育・発達に応じ,子どもの生活と結合した個
性的な体育を主張した。また,デンマークでは,ブックがスエーデン体操を批半Jし,身体の柔軟性,力,器用
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